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4 はじめに 

本実験は情報電気電子工学科 3 年次の必修科目として行われている情報電気電子工学実験第二の中の一テ

ーマである。このテーマは、情報電気電子工学科 1 年次向けの実験「ものづくり入門演習」の試行実験とし

て行われた。本実験の支援を電気情報技術系の技術職員が行ったのでここに報告する。 

5 内容 

5.1 「ものづくり入門演習」について 

「ものづくり入門演習」は、1 年次向けに開講される必修科目であり、「入学早々の学生に対し，簡単な「も

のづくり」を通じて，ものづくりの基礎的な考え方と工学の楽しさを経験させ，学習に対する意欲向上を狙

う．」ことを目的としている。そのため実験では、「LEGO マインドストーム NXT によるロボットの製作とプ

ログラミング言語による制御体験」を行ってもらう。具体的には、WRO(World Robot Olympiad=自律型ロボッ

トによる国際的なロボットコンテスト) GEN II Football のルールを基に、LEGO マインドストーム NXT を用

いてサッカーロボットを作成し、サッカー競技を行うものである。 

5.2 本年度の内容 

本実験は３年生の有志４名で行われた。上記にある目的を達成するために、来年度に向けての実施スケジ

ュール案の検討（ガイダンス、サンプル試作、仕様検討、プレゼン、開発、試合など）、ルール検討（マシン

の制限、試合のルールなど）、演習試行（サッカーロボットの作成、プログラミング、試合）などを行っても

らった。技術職員も検討に加わり意見・提案をしたり、サッカーロボット・プログラミングの指導、コース

作りの手伝いなど実験がスムーズに進行するよう支援した。 

6 まとめ 

本実験は、来年度実施する科目「ものづくり入門演習」の試行実験であり、すべてが手探りで行われた実

験テーマであった。教職員も指導のノウハウがあるわけではないため、学生と一緒に考えながら来年度に向

けた準備を行った。学生が，来年度の 1 年生の実験に向け実施するテーマを検討し，実験スケジュールの計

画をたてるという試行実験であり学生も後輩のために真剣に実験を行なっていた． 

   

図１．サッカーロボットの例      図２．試合風景 
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